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と、同種の Web ページを閲覧しているはずの「個別のページ」においても、2 種類のタスクで情報
処理の内容が異なっているという結論は、キュレーションされた情報が一律に認知的負担を軽減す
るだけでは無いことを示唆しており、興味深いものであったが、それらの差異の要因が単にタスクの
種類に帰すべきかを含め、より広い考察と今後の研究的な展望が示されていると尚良かった。以上を
含め、結論と考察は個々の結果を踏まえた妥当なものである。限界についても率直に示され、それが
今後の課題として発展的に示されており、学位論文として適切にまとめられている。 
以上を総括すると、Web 上での情報探索においてキュレーションされた情報の認知的負担軽減効
果を具体的に示すとともに、行動や課題の種類による効果の特徴までを明らかにしたこと、キュレー
ションされた情報の利用が判断や評価を伴う情報処理を伴っていることを明らかにしたこと、生理
指標にもとづく内的状態の推定というアプローチの有効性を示したことなど、当該分野において新
奇で有意義な結論を得ており、学位論文として十分な内容を備えていると判断される。 
 
【最終試験結果】 
令和元年 8月 28日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席
のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図
書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第 23項第 3号に
基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、本学位論文の著者は博士（図書館情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認
められる。 
